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二　

変
化
す
る
災
後
の
地
域
に
お
い
て
宗
教
が
担
う
持
続
性黒　

﨑　

浩　

行

は
じ
め
に

　

こ
の
章
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
六
～
八
年
が
経
っ
た
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
か
ら
二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
・
令

和
元
）
年
に
か
け
て
の
、
岩
手
県
・
宮
城
県
に
お
け
る
祭
礼
と
宗
教
施
設
・
宗
教
空
間
を
と
り
あ
げ
、
災
害
か
ら
の
復
興
過
程
に
あ
る
地

域
に
お
い
て
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

　

こ
の
問
い
を
め
ぐ
っ
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
域
や
そ
の
他
の
地
域
に
関
し
て
三
木
英
ら
の
業
績
が
あ
り
、
ま
た
、
変
化
す

る
被
災
地
域
に
お
け
る
祭
礼
・
芸
能
の
継
続
が
も
つ
意
義
に
関
し
て
は
植
田
今
日
子
［
二
〇
一
六
］、
橋
本
裕
之
［
二
〇
一
五
］、
滝
澤
克

彦
［
二
〇
一
三
］、
稲
澤
努
［
二
〇
一
八
］
ら
の
調
査
研
究
が
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
二
年
後
に
刊
行
し
た
［
稲
場
・
黒
崎
編 

二
〇
一
三
］
や
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
二
〇
一
六
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
福
島
県
い
わ
き
市
を
中
心
と
す
る
浜
通
り
地
方
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
を
実
証
的
な
調
査
研
究
に
よ
っ
て
解
明
し
た
［
星
野
・
弓
山
編 

二
〇
一
九
］
の
よ
う
な
業

績
も
出
て
い
る
。
筆
者
も
、
こ
の
期
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
研
究
に
関
わ
り
つ
つ
神
社
・
祭
礼
を
中
心
と
し
て
諸
報
告
・
考
察
を
重
ね
て

き
た
［
黒
崎
二
〇
一
九
］。

　

こ
こ
で
は
、
災
害
発
生
か
ら
六
～
八
年
と
い
う
期
間
に
お
け
る
被
災
地
域
の
次
の
よ
う
な
変
化
が
念
頭
に
あ
る
。
ま
ず
、
土
地
区
画
整

理
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
が
進
み
、
応
急
仮
設
住
宅
が
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
。
三
陸
沿
岸
道
路
を
は
じ
め
と
す
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る
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
広
域
的
な
流
通
や
交
流
人
口
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
二
〇
一
五
年
十
月
に
行
わ
れ
た
国
勢
調

査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
被
災
地
域
の
人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
。
政
府
は
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
を

「
復
興
・
創
生
期
間
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
が
、
こ
の
間
に
積
み
残
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
新
た
に
生
じ
て
き
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
二
月
二
十
日
に
「「
復
興
・
創
生
期
間
」
後
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
を
閣
議
決

定
し
、
復
興
庁
を
二
〇
二
一
年
以
降
さ
ら
に
十
年
間
存
続
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
章
で
は
三
つ
の
事
例
に
注
目
し
つ
つ
考
察
を
進
め
て
い
く
。

　

一
つ
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
お
い
て
被
災
後
も
継
続
し
て
き
た
八
月
七
日
の
行
事
、「
う
ご
く
七
夕
」・「
け
ん
か
七
夕
」（
二
〇
一

九
年
八
月
調
査
）
で
あ
る
。
被
災
後
に
持
続
し
た
祭
礼
に
関
し
て
は
、
こ
の
他
に
、
宮
城
県
山
元
町
の
八
重
垣
神
社
例
祭
（
二
〇
一
七
年

七
月
調
査
）、
宮
城
県
気
仙
沼
市
本
吉
町
の
小
泉
八
幡
神
社
例
祭
（
二
〇
一
八
年
九
月
調
査
）、
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
の
葉
山
神
社
亥
年

御
開
扉
大
祭
（
二
〇
一
九
年
五
月
調
査
）、
宮
城
県
東
松
島
市
宮
戸
月
浜
の
え
ん
ず
の
わ
り
（
二
〇
二
〇
年
一
月
調
査
）
な
ど
に
つ
い
て
も

現
地
訪
問
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
共
通
点
も
か
い
ま
見
え
る
が
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

　

次
に
、
三
陸
沿
岸
の
自
然
環
境
保
護
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
寄
与
す
る
官
民
連
携
の
取
り
組
み
に
お
け
る
宗
教
空
間
の
存
在
に
つ
い
て

触
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
環
境
省
の
事
業
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
に
お
い
て
探
索
・
整
備
の
対
象
と
さ
れ
た
道
の
中
に
、
そ
の
地

域
の
宗
教
文
化
に
関
わ
り
の
深
い
も
の
が
み
ら
れ
る
（
二
〇
一
八
年
九
月
調
査
）。
そ
の
意
義
と
可
能
性
を
考
え
る
。

　

最
後
に
、
津
波
に
よ
っ
て
流
失
し
た
碑
が
後
に
発
見
さ
れ
、
神
社
境
内
に
安
置
さ
れ
た
事
例
（
二
〇
一
八
年
九
月
、
二
〇
二
〇
年
一
月

調
査
）
を
取
り
上
げ
る
。
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復
興
過
程
の
中
で
持
続
す
る
祭
礼
―
陸
前
高
田
市
「
う
ご
く
七
夕
」・「
け
ん
か
七
夕
」
の

事
例
か
ら
―

　
「
う
ご
く
七
夕
」・「
け
ん
か
七
夕
」
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
夏
祭
り
で
、
毎
年
八
月

七
日
に
行
わ
れ
て
き
た
。
地
区
ご
と
に
七
夕
飾
り
を
つ
け
た
山
車
を
曳
い
て
練
り
歩
く
。

山
車
の
中
に
は
複
数
の
太
鼓
が
据
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
若
者
・
子
ど
も
が
中
に
入
っ

て
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
笛
を
吹
く
。
高
田
町
の
「
う
ご
く
七
夕
」
に
対
し
、
気
仙
町

の
「
け
ん
か
七
夕
」
は
、
梶
棒
を
山
車
ど
う
し
で
ぶ
つ
け
あ
う
「
け
ん
か
」
が
見
物
に

な
っ
て
き
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
陸
前
高
田
市
で
は
人
口
の
七
・
二
％
に
お
よ
ぶ
一
七
五
七
人

が
犠
牲
と
な
り
、
中
心
市
街
地
は
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
市
は
、

「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
住
宅
地
の
高
台
・
後
背
地
へ
の
移
転

と
、
大
規
模
な
土
地
の
か
さ
上
げ
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
整
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、「
う
ご
く
七
夕
」・「
け
ん
か
七
夕
」
は
、
地
域
住
民
と
地
域
外
か
ら

訪
れ
る
一
五
〇
～
二
〇
〇
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
き
た
。「
け
ん
か

七
夕
」
は
、
祭
礼
の
中
心
地
で
あ
る
気
仙
町
今
泉
地
区
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
、
一
基
の
山
車
で
復
活
を
と
げ
た
様
子
が
池

谷
薫
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
先
祖
に
な
る
』（
二
〇
一
二
年
）
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
翌
年
の
二
〇
一
二
年
か
ら
山
車
は
二
基
と
な
り
、
か
さ
上
げ
工
事
の
影
響
に

「うごく七夕」（左）と「けんか七夕」（右）（2019年8月7日撮影）
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よ
り
毎
年
少
し
ず
つ
コ
ー
ス
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
の
二
基
で
「
け
ん
か
七
夕
」
は
続
い
て
い
る
。

　

二
〇
一
九
年
八
月
七
日
の
「
け
ん
か
七
夕
」
で
は
、
被
災
前
に
あ
っ
た
「
鉄
砲
町
」
の
跡
地
に
道
路
が
通
じ
、
鉄
砲
町
の
元
住
民
を

中
心
に
山
車
を
曳
い
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
山
車
の
名
前
も
、
二
〇
一
二
年
以
来
、「
今
泉
組
」・「
気
仙
組
」
と
な
っ
て
い

た
が
、
二
〇
一
九
年
よ
り
「
鉄
砲
町
」・「
八
日
町
」
に
改
め
ら
れ
た
。
被
災
前
は
「
八
日
町
」
は
「
上
八
日
町
」
と
「
下
八
日
町
」
に
分

か
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
「
荒
町
」
の
山
車
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
主
催
者
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
告
げ
ら
れ
、
地
域
外
か
ら
訪
れ

て
い
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
見
物
者
も
、
地
域
住
民
が
そ
こ
に
込
め
て
い
る
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
。

　

高
田
町
の
「
う
ご
く
七
夕
」
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
開
業
し
た
複
合
施
設
「
ア
バ
ッ
セ
た
か
た
」
を
中
心
と
す
る
市
街
地
に
各
地
区

か
ら
の
山
車
が
集
結
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
八
月
七
日
は
中
央
・
荒
町
・
大
町
・
和
野
・
松
原
・
大
石
・
駅
前
組
・
川

原
・
鳴
石
・
長
砂
の
十
基
の
山
車
が
集
結
し
、
練
り
歩
い
た
。
和
野
組
の
山
車
を
曳
い
て
い
た
人
に
よ
る
と
、
山
車
に
つ
け
る
七
夕
飾
り

は
、
当
日
の
一
ヶ
月
半
前
か
ら
町
内
会
の
集
会
所
に
集
ま
り
、
班
に
分
か
れ
て
交
代
で
作
っ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
地
区
ご
と
に
祭
り

好
き
が
い
て
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
い
う
。
他
方
で
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
見
物
者
の
存
在
も
祭
り
の
執
行
に
欠
か
せ
な
い
様
子
が
う
か

が
え
る
。
同
じ
人
に
よ
る
と
、
以
前
（
東
日
本
大
震
災
よ
り
も
前
）、
週
末
開
催
に
変
え
て
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
予
定
を
立
て
ら
れ
な
く

て
困
る
と
い
う
声
が
訪
問
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
で
八
月
七
日
固
定
で
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

祭
礼
と
宗
教
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
で
の
賑
や
か
な
練
り
歩
き
の
さ
い
に
は
一
見
う
か
が
え
な
い
が
、
各
地
区
で

の
山
車
の
出
発
時
に
神
主
ま
た
は
僧
侶
に
よ
る
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
け
ん
か
七
夕
」
で
は
、
成
田
山
新
勝
寺
の
僧
侶
が
狩
衣
を
着
装

し
て
神
道
式
で
祈
祷
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
祭
り
の
意
味
を
地
元
住
民
に
問
う
と
、
陸
前
高
田
市
の
七
夕
祭
り
は
盆
の
先
祖
供
養
が
起

源
で
あ
り
、
震
災
犠
牲
者
の
慰
霊
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
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集
落
移
転
や
市
街
地
整
備
の
影
響
に
よ
っ
て
祭
り
の
執
行
に
変
化
を
蒙
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
必
要
と
し
つ
つ
も
、
地
域
住
民

の
被
災
前
の
暮
ら
し
や
結
束
、
あ
る
い
は
先
祖
の
記
憶
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
祭
礼
が
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

同
様
の
特
徴
は
、
前
節
で
触
れ
た
他
地
域
の
祭
礼
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

三
陸
沿
岸
の
自
然
環
境
を
つ
な
ぐ
道
と
宗
教
空
間

　

環
境
省
の
事
業
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
津
波
被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
を
徒
歩
で
縦
断
で
き
る

道
を
整
備
し
、
地
域
の
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
、
食
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

作
る
官
民
連
携
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
六
月
九
日

に
全
コ
ー
ス
が
開
通
し
、
式
典
が
宮
城
県
名
取
市
で
行
わ
れ
た
。

　

二
〇
一
八
年
九
月
二
十
三
日
に
、
環
境
省
の
施
設
「
南
三
陸
・
海
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
！
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
ｉ
ｎ

南
三
陸
」
と
い
う
企
画
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

に
指
定
さ
れ
、
整
備
さ
れ
た
田
束
山
（
宮
城
県
南
三
陸
町
歌
津
・
宮
城
県
気

仙
沼
市
本
吉
町
）
の
登
拝
道
、「
行
者
の
道
」
を
、
自
然
と
歴
史
の
ガ
イ
ド
つ

き
で
歩
く
と
い
う
も
の
で
、
筆
者
を
含
め
約
十
名
が
参
加
し
た
。

　

田
束
山
は
、
奥
州
藤
原
氏
の
勧
請
に
よ
り
羽
黒
山
清
水
寺
、
田
束
山
寂
光

田束山行者の道（2018年9月23日撮影）
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寺
、
幌
羽
山
金
峰
寺
が
建
立
さ
れ
た
山
岳
修
験
の
地
で
、
山
頂
付
近
に
は
経
塚
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
一

五
七
〇
）
に
施
設
群
は
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
。
南
三
陸
町
歌
津
樋
の
口
か
ら
入
り
、
途
中
に
「
蜘
瀧
滝
」・「
穴
滝
」
が
あ
る
「
行
者
の

道
」
は
、
往
時
の
登
拝
行
を
偲
ば
せ
る
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
歌
津
を
訪
れ
た
八
幡
明
彦
氏
（
二
〇
一
四
年
五
月
没
）
は
「
蜘
瀧
仙
人
」
と
名
乗
っ
て
樋
の
口
付
近
に
移
り

住
み
、
自
然
学
校
「
歌
津
て
ん
ぐ
の
ヤ
マ
学
校
」
を
主
宰
し
て
、
津
波
被
災
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
向
き
合
っ
て
生
き
る
た

め
の
知
恵
を
授
け
て
い
た
［
蜘
瀧 

二
〇
一
五
］。

　

こ
の
企
画
を
立
て
た
ス
タ
ッ
フ
の
Ｈ
氏
は
、
三
陸
沿
岸
の
自
然
環
境
と
宗
教
文
化
と
の
結
び
つ
き
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
こ
う
し
た

「
信
仰
の
道
」
に
多
く
の
人
が
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
い
う
。

　

筆
者
は
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
の
ご
く
一
部
し
か
踏
査
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
、
広
田
半
島
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）
の

ル
ー
ト
に
は
黒
崎
仙
境
が
あ
り
、
こ
こ
は
黒
崎
神
社
の
奥
宮
に
通
じ
る
道
と
な
っ
て
い
る
。
船
越
半
島
（
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
）
の

荒
神
社
に
至
る
道
も
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
と
は
別
に
、
気
仙
沼
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
企
画
し
て
い
る
「
宮
城
オ
ル
レ　

気
仙
沼
・
唐
桑
コ
ー
ス
」
で
は
、
唐
桑
半
島
突
端
の
御
崎
神
社
が
コ
ー
ス

に
入
っ
て
い
て
、
唐
桑
半
島
の
住
民
に
よ
る
参
詣
道
と
も
重
な
る
と
い
う
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
道
の
信
仰
面
で
の
意
義
や
価
値
が
、
ど
の
よ
う
な
担
い
手
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
発
信
さ
れ
て
い
く
の
か
に
注
目

し
た
い
。

復
興
の
残
余
を
受
け
と
め
る
宗
教
空
間

　

最
後
に
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
本
吉
町
の
小
泉
八
幡
神
社
の
境
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
魚
魂
碑
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
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こ
の
碑
は
、
小
泉
地
区
鮭
増
殖
組
合
の
孵
化
場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
小
泉
川
（
津
谷
川
）
を
遡
上
す
る
鮭
を
捕
獲
し
て
腹
を
裂
き
、

卵
を
取
り
出
し
て
受
精
さ
せ
、
稚
魚
に
な
る
ま
で
育
て
て
放
流
す
る
と
い
う
事
業
が
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
捕
獲
さ
れ
た
鮭
の
供
養

の
た
め
に
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
十
月
に
魚
魂
碑
が
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
流
失
し
た
た
め
、

新
た
な
碑
が
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
十
月
に
新
た
な
孵
化
場
に
立
て
ら
れ
た
［
小
泉
八
幡
神
社 

二
〇
一
九
］。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
四
月
、
小
泉
川
の
堤
防
工
事
中
に
、
も
と
の
魚
魂
碑
が
発
見
さ
れ
た
。
小
泉
八
幡
神
社

の
総
代
に
よ
っ
て
参
道
脇
に
移
さ
れ
た
後
、
同
年
十
月
に
境
内
の
忠
霊
塔
の
脇
に
設
置
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
小
泉
川
鮭
増
殖
組
合
の
豊

漁
祈
願
祭
は
、
毎
年
九
月
に
行
わ
れ
る
小
泉
八
幡
神
社
例
祭
に
あ
わ
せ
て
、
同
神
社
宮
司
が
祭
主
を
つ
と
め
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
点

で
も
ゆ
か
り
の
深
い
地
に
収
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
が
、
岩

手
県
陸
前
高
田
市
で
も
同
様
の
事
例
が
あ
っ
た
。
陸
前
高
田
市
の
冰

上
神
社
参
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
歌
人
・
石
川
啄
木
（
一
八
八
六
～

一
九
一
二
）
の
歌
碑
は
、
も
と
は
高
田
松
原
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
六
〇
年
の
チ
リ
地
震
津
波
で
流
さ
れ
、
再
建
さ
れ
た
後
に
発
見

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
二
〇
二
〇
年
一
月
、
陸
前
高
田
市
で
聞
き
取

り
）。
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
津
波
で
二
代
目
の
歌
碑

も
流
さ
れ
、
三
代
目
の
歌
碑
が
二
〇
一
三
年
十
月
に
道
の
駅
高
田
松

原
に
建
て
ら
れ
た
。
冰
上
神
社
参
道
に
あ
る
初
代
の
碑
に
は
「
命
な

き
砂
の
か
な
し
さ
よ
／
さ
ら
さ
ら
と
／
に
ぎ
れ
ば
ゆ
び
の
間
よ
り
お

小泉八幡神社境内に設置された魚魂碑
（2019年9月7日撮影）
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つ
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
用
字
は
揮
毫
者
に
よ
る
も
の
で
、
啄
木
本
人
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

復
興
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
更
新
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
取
り
こ
ぼ
さ
れ
た
も
の
を
受
け
と
め
る
空
間
と
し
て
の
役
割
を
宗
教

が
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

結
び

　

以
上
、
震
災
発
生
後
六
～
八
年
の
被
災
地
域
に
お
け
る
宗
教
に
関
す
る
三
つ
の
事
例
を
見
て
き
た
。
は
じ
め
の
二
つ
の
事
例
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
、
自
然
環
境
を
基
盤
と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
と
い
っ
た
復
興
を
め
ぐ
る
課
題
に
宗
教
文
化
が
一
定
の
役
割
を

果
た
す
、
も
し
く
は
そ
れ
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
最
後
の
事
例
は
、
復
興
事
業
が
進
む
中
で
む
し

ろ
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て
い
く
残
余
を
実
際
に
形
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
く
宗
教
の
役
割
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
前
二
者
の
事
例

で
示
し
た
よ
う
な
、
一
見
し
て
復
興
を
前
向
き
に
支
え
る
よ
う
な
動
き
の
中
に
も
、
こ
う
し
た
残
余
な
い
し
は
余
剰
を
受
け
と
め
る
要
素

が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
変
化
す
る
地
域
に
お
け
る
持
続
性
を
担
保
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、

　
「
け
ん
か
七
夕
」
の
山
車
を
震
災
後
八
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
住
民
が
も
と
の
居
住
地
に
曳
く
こ
と
が
で
き
た
事
実
に
も
か
い
ま
見
え
る
。

こ
う
し
た
点
を
あ
ら
た
め
て
注
意
深
く
発
見
、
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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